


定性的情報・財務諸表等 

１．連結経営成績に関する定性的情報 

 当第１四半期のわが国の経済は、原材料や原油価格の大幅な高騰により企業収益や個人消費を圧迫する一方、サブ

プライムローン問題に端を発した米国経済の後退懸念等により、景気は減速感を一段と強めてまいりました。 

 自動車業界においては、主要市場である米国での自動車販売は、ガソリン価格高騰の影響を受けて大幅に前年同期

を下回り、国内の自動車販売は、登録車・軽自動車ともに前年同期を下回る状況となりました。 

 このような厳しい環境の中、当第１四半期の業績は、通信・制御機器事業の販売増加があったものの、車載・家電

用機能部品事業の販売減少が大きかったことにより、売上高は8,611百万円（前年同期比6.0％減）となりました。利

益面におきましては、車載・家電用機能部品事業において販売構成が変化したことを主に販売減少となったことや新

規事業への投資等の経費増加により、営業利益は167百万円（同68.0％減）、経常利益は225百万円（同64.9％減）、

四半期純利益は107百万円（同69.5％減）となりました。 

  

２．連結財政状態に関する定性的情報 

 当第１四半期末の総資産は、前連結会計年度末と比較して436百万円減少し21,557百万円となりました。資産の部

につきましては、有形固定資産の減少（前連結会計年度末と比較して338百万円減少）等が主な要因であります。負

債の部につきましては、26百万円減少し8,510百万円となりました。支払手形及び買掛金、未払金等の仕入債務の減

少（同621百万円減少)がありましたが、短期借入金の増加（同502百万円増加）が主な要因であります。 

 また、純資産は前連結会計年度末と比較して409百万円減少し13,047百万円となりました。これは為替換算調整勘

定の減少（同421百万円減少）が主な要因であります。 

 以上の結果、自己資本比率は60.3％となり、前連結会計年度末と比較して0.7％減少しております。 

  

３．連結業績予想に関する定性的情報 

 当第１四半期における業績は概ね計画通りに推移いたしましたが、今後の事業環境は米国市場の減少や国内市場の

伸び悩みの影響から、一層厳しいものとなることが予想されます。  

 第２四半期累計期間及び通期業績予想については、業績予想に必要となる諸前提について精査中であり、平成20年

５月14日に発表した業績予想を修正せず据え置いておりますが、業績予想を見直す必要が生じた場合には速やかに開

示する予定です。 

  

４．その他 

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

  該当事項はありません。 

  

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

①固定資産の減価償却費の算定方法 

  減価償却の方法は、主として定率法を採用し、当連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分する方法に

よっております。 

②棚卸資産の評価方法 

  当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚卸

高を基礎として合理的な方法により算出する方法によっております。 

 また、棚卸資産の簿価の切下げに関しては、収益性の低下が明らかのものについてのみ正味売却価額を見積

り、簿価の切下げを行う方法によっております。 

③税金費用の計算方法 

  税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税金等調整前当期純利益に対する税

効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税金等調整前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算を

しております。 

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

  



（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

① 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号 平成19年３月14日）及び

「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号 平成19年３月14日）を適用

しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

② 通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、主として総平均法による原価法によっておりまし

たが、当第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年

７月５日）が適用されたことに伴い、主として総平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低

下に基づく簿価切下げの方法）により算定しております。 

 なお、従来の方法によった場合に比べて、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益は、それぞれ

738千円減少しております。 

③ 当第１四半期連結会計期間より、「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱

い」（実務対応報告第18号 平成18年５月17日）を適用し、連結決算上必要な修正を行っております。 

 なお、従来の方法によった場合に比べて、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響

は軽微であります。 



５.四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日) 

前連結会計年度末に係る要約
連結貸借対照表 

(平成20年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,127,377 991,045

受取手形及び売掛金 7,384,143 7,760,878

製品 536,524 480,427

仕掛品 462,172 398,164

原材料及び貯蔵品 2,545,774 2,688,383

その他 1,080,501 899,315

貸倒引当金 △687 △711

流動資産合計 13,135,806 13,217,503

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 5,276,074 5,357,677

減価償却累計額 △2,469,585 △2,419,936

建物及び構築物（純額） 2,806,488 2,937,740

機械装置及び運搬具 4,120,253 4,371,441

減価償却累計額 △2,233,229 △2,294,628

機械装置及び運搬具（純額） 1,887,024 2,076,812

その他 4,413,761 4,384,746

減価償却累計額 △2,027,769 △1,981,504

その他（純額） 2,385,992 2,403,242

有形固定資産合計 7,079,505 7,417,795

無形固定資産   

その他 146,518 169,116

無形固定資産合計 146,518 169,116

投資その他の資産   

投資有価証券 491,201 467,305

前払年金費用 359,310 354,132

その他 369,299 392,086

貸倒引当金 △23,850 △23,750

投資その他の資産合計 1,195,961 1,189,774

固定資産合計 8,421,985 8,776,686

資産合計 21,557,792 21,994,189



（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日) 

前連結会計年度末に係る要約
連結貸借対照表 

(平成20年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 3,169,183 3,494,783

短期借入金 2,671,773 2,168,956

未払法人税等 116,637 386,014

賞与引当金 630,596 407,250

製品保証引当金 11,345 11,783

その他 719,811 948,170

流動負債合計 7,319,346 7,416,958

固定負債   

長期借入金 930,457 856,505

退職給付引当金 12,869 16,572

その他 247,666 247,000

固定負債合計 1,190,992 1,120,077

負債合計 8,510,338 8,537,035

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,476,232 2,476,232

資本剰余金 2,640,082 2,640,082

利益剰余金 7,899,981 7,902,460

自己株式 △48,138 △47,765

株主資本合計 12,968,156 12,971,009

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 154,150 141,023

為替換算調整勘定 △114,155 307,261

評価・換算差額等合計 39,995 448,284

少数株主持分 39,301 37,860

純資産合計 13,047,453 13,457,154

負債純資産合計 21,557,792 21,994,189



（２）四半期連結損益計算書 
第１四半期連結累計期間 

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

売上高 8,611,735

売上原価 7,821,770

売上総利益 789,964

販売費及び一般管理費  

製品保証引当金繰入額 2,834

給料及び賞与 205,714

賞与引当金繰入額 56,362

退職給付引当金繰入額 14,502

その他 342,974

販売費及び一般管理費合計 622,389

営業利益 167,575

営業外収益  

受取利息 606

受取配当金 2,987

為替差益 17,926

保険解約返戻金 17,974

その他 29,965

営業外収益合計 69,460

営業外費用  

支払利息 7,769

その他 3,487

営業外費用合計 11,256

経常利益 225,779

特別利益  

前期損益修正益 2,213

特別利益合計 2,213

特別損失  

固定資産処分損 5,514

その他 1,083

特別損失合計 6,598

税金等調整前四半期純利益 221,395

法人税、住民税及び事業税 112,020

少数株主利益 1,441

四半期純利益 107,933



 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に

従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

（３）継続企業の前提に関する注記 

 該当事項はありません。 

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

 該当事項はありません。 

「参考資料」 

前四半期に係る財務諸表等 

（１）（要約）四半期連結損益計算書 

科目 

前年同四半期 
（平成20年３月期 
第１四半期） 

金額（百万円） 

Ⅰ 売上高 9,160 

Ⅱ 売上原価 7,962 

売上総利益 1,198 

Ⅲ 販売費及び一般管理費 674 

営業利益 523 

Ⅳ 営業外収益 151 

Ⅴ 営業外費用 31 

経常利益 643 

Ⅵ 特別利益 0 

Ⅶ 特別損失 0 

税金等調整前四半期純利益 643 

税金費用 268 

少数株主利益 20 

四半期純利益 353 
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